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今
昔
物
語

集
の

表
記

哉

う

片
仮
診
交
う

文
の

起

漁

岌
ぶ

〔

孕
旨

）

　
ま、
す
．

『

A
ワ

音
物

語

集
色

戯

鹿
本

博
古

本

系
ぐ．

全
田

の

漢
写

と

小

葛
の

片
レ

奴
危
の

耕

用
で

記
さ

漱

た

助

動
詞
の

表
記
の

実
態
ヒ

倹

匐

す
る
に
．

表

記
主
体

の

鮨
度
と

し
て

片

仮
焔
ぽ

漢
宇
に

従
属

　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

じ

　

　
　

し
、

ど
の

語
小
．

ど
の

沽

喟
形
か

を

示

了
こ

と

に

癒
を
用
o

て
い

る。

他
に

本

集
の

表
記
の

綺

徴
と

し

て

質、

語
序
が

ほ

ぼ
日

本

語

の

ま

試
で、

特
定
の

返

蓼
・

れ
る

廴

字
を

衛
す
る

こ

と

か

ら、

続

日

本

紀
宣

命
と

極
の

て

似
た

衣

羨
で

あ

ウ、

・

ず
れ

も
巳

太
藷

の

正

蕋
な

殉
現

孟
図

し
た

も
の

で

あ

有

そ
こ

で
、

片
仮、

名
交

ケ
文
の

起

源
侭

肉
す
る

春
日

改
治
嬉

嵩
説
f
片
仮
名
望

命

僑

漢

文
訓
読

か

彡
発
生

ー

没

も
の

で
、

条
良

朝
か

ら
の

室

命
体
の

ゑ

仮
名

を

象
仮

養
炙
も

の

で

R
な

く、

全

瓜
新
し

く

捌
め

ら

れ

含
命
体
で

の

や

幽
棋

解
・

か

な

ら

ず
し

基
面
的

に

何
．

承
眼
ー

が

た

い

点

を

瑚
ら
か

K

す

る．

薮
後
に
、

表
語
的
表

記
（

承
宇
）

乙

表
者
的
表
∵

祀
（

乃

炙
仮
石
・

片
伽
依
石
）

を
掛
用
し

て
，

日

本

人
が

み
ず
か

ら
日

本
語
乞

表
わ

ー

《
．

表
乞

汰
」

の

魔

！ク9

門

前

正

彦

史
の

’

と

し

て、

ろ

柔
゜

室
命
か

ら
冷
替、

さ

ら
K

延
慶
本
平
象

と

り
り
流
八

を

想
定
す
る

。

　

　

　
　

　
は
じ

め
に

周
知
の

ご
と

く
・

廖

葛
銑
ヅ

夏
糸
の

表

記
ほ

ズ

ま
か

K

い
る

ぼ
自
立

語
は

毒
で

人
書
こ、

蔑
諦
は

片
仮
名
を

爪

畜
r
《
い

わ

ゆ
る
片
仮
石

宣
命

若
き
に

従
・

て
い

ろ．

そ
の

ヰ

で、

助

動
詞

「

ズ
」

〔

「

ザ
ウ

」

「

ジ
』

「

ぐ
ジ
」

「

ナ
…

ソ

』

、

デ
」

も
含
む

）

・

・

ペ

シ
」

（

・

ペ

カ

2
を

含
む

）

・

・

ン

ム

」

・

「

ル

・

ラ

ル

」

ぽ
、

主
と

ー

て

．

不
L

、

可
L

．

令
パ

「

彼
」

K

よ
．
・

て

返

読
表
記
が

な

き
れ
て
い

ろ．

ー

↑
、

そ
の

表

記
法
ば

そ
れ

ぞ
れ

数
煙

類
毛

あ
り
、

’

見
、
一
統
’

さ
玖

て
い

な
い

弍
う
に

見
え
ろ．

本

縞
で

に
ま

ず、

そ
れ

ぞ
れ
の

助

動
詞
の

表
あ

の

騫
竃
．

数
煙

あ
ろ

中
・

ど
の

形
が

中
心

で

あ
ワ，

そ
れ

が
如

何
な

る

理
由
保

よ

う

も
あ

ハ
、

右

本
と

流
布
爪

κ

お
い

て

そ
の

表

記
K

適
い

が

南
ゐ

の

か
・

管
を

調
盃
・

考
察
ー
、

次
κ

そ

れ
に

関

連
り
ゐ

譎

擱
題
を

％
廴

た
の

と

思
う．
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調
査
に

ぼ
・

日
本

吉

典

姦
人
系
『

A・
舌
物

謡

集
』

を

用
い 、

、

日

本
右

典
文

蟇
隼
田

疹

蓄
物
語

集
凸

を

参
照

す
る。

最
初
尺
．

奈
本
が

底
本
と

し

た

諸
本
と

そ
の

巻
数
彡

早
て

お
く

，

　

　

古

爪

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
ソ

Q

鹸
鹿
本
（

第
’

答
嵐
料
）

　

　

巻
一一
・

五
・

弋

・

九
・

十
：

ナ
”

・

十
七

・

ニ

ナ
七

二

”
九

〇

東
人

本

甲
（

第
’

憂
頚

料、

た
だ

t

ナ
六

卑
九

ほ

こ

れ
尺

孝

　

　

　

　

　

ず
ゐ
・
も
の

）

　

　

巻

丁

三
・

四

・

六

卑

テ
＋

四
・

イ

季
＋
六
・

ナ

起

　

　
・
で
↑
二

〇

実
残
世
各

人
本
（

第
一〆

箸
変
料
K

埠
ず
ゐ

も
の

）

　

　

巻
み

す

右

の

巻
友

の

な
か

で

口
、

巷
す1
ハ

・

＋

九
（

東
人

本
甲
）
、

ニ

ナ

（

実
銭
女

争

人
本
）

の

底
本
と

庭
の

省
本
の

東
北

人
本
・

国

琢

尻

人
本
の

太
文
ほ

比

較
釣
損
壊
匙

受
け、

吉
本
そ

幽

も
あ

弌

り
は

や

や

遼
ざ
か

．

て

O

る

と

老

乏
ら
淑
、

云
・

襖
破

鳧
笈
は

壱

韋

バ

唱
っ

と

も

甚
だ
tn

ど

さ

玖

ろ。

　

　

　

塗
袈

○

内
閣
匁
陣
本

A
（

 ・
ス

蟇
脅、

た

だ
し

二

＋

ハ
・

三

ナ

ニ
み

　

　

　

　

　

　

　
1

　一

ほ

第
冫

等
頁
蠏
に

舜、
す
ゐ

も
の

）

　

　
巷

季
四

三
イ
五

ニハ

寸
1
ハ

ニ’

＋
八
・

三

＋
．

ゑ

二

〇

東
人

本
乙

〔

多’
广

笄
痩
料
）

　

巻
み

＋
三

〇
由
爪

人
本

甲
（

流
布
本
．

第
ゑ

糞
）

　

巻
十
’

こ

の

な
か

で

は
・

巻
r

ズ

ィ

八

・

三

イ

ニ
あ

ナ
一

の

あ

巻
は、

そ
の

底
本

と

ー

た

内
閣
文
扉
本

煮
の

本

文
が

比

較
的

忠
実
K

吉
本
の

斈

を

伝
辷

て
・

ゐ
と

考
え

ら
淑
る。

以

下、

廠
朽

本
と

称
す
る

場
倉

、

こ

の

ヌ

巻
を

除
く

巻

±

二
戸

す
そ
・

7
四

ー

7
五

・

二

十

六
の

五

巷
を

糸

す．

　

　

　

　

　一

　

本

集
の

助
動

詞
・

ズ
L

・

「

ベ

シ

」

・

「

シ
A
」

・

7

ル

ニ
フ

ル

し

の

表
記
の

う
ち、

古
爪
系
ど

琉

褒
累
K

よ
・

て

も
．

と

も

人
き
な

逗

憲
見
ゼ

翕
が

・

ズ
L

・

表
記

で

み
郁

）

　

迂

ず．
　

っ

ス

」

（

「

ザ
リ

」

　
「

ジ
」

，

《
・
ン

L

「

サ

：

ソ

」

「

ご
モ
倉
む
）

の

承
記

汰

へ

煙
乞

仮、
に

動
詞

．

竹
ク
」

を
朔
と

し

て

尓

笠

太

廴
K

お
0

て

口

上

に

記
し

た

筍
5
達

嗣
い

る．

A
　
不
ロ

ズ

　
『

不

行
ス

」

と

記
し

て

「

ユ

カ

ズ
」

、

あ「
ゐ
い

は

．

不
有．
3

」

を
．

孟

カ

ザ
ワ
L

と

訓
む
こ

と

が

で

き
ゐ．

こ

れ

ば

漢
穿

「

ネ
」

で

表
彪
的
表−
記

き
久

た

助

動
詞

「

ズ
し

。

ザ
リ
・

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

燗
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ジ
」

っ

マ．
シ

」

っ

ナ・・ー

ソ

」

．

デ
」

、

ま

た
は

そ
め

活
用
形
を

片

仮
名
ぐ

全
形

を

皃
企
κ

小

著
〔

た

も

の

で

あ
ろ．

β

　
不

ロ

、

不

行
L

と

記
（

て
．

ユ

カ
ズ
L

あ’
ろ
の

ね
．

あ

カ
メ

ツ

，
」

等
と

訓
む
。

肋

動
詞
を

片
依
名
で
は

全、
然
記
こ

な
い
。

c

不
囗

活
用

夢
 
ズ

．

不

有
ズ

L

と

い

う
よ

う
に，

動
翻

箸
の

活

用
諺

尾
を・
爪

ー
，

「

ズ
」

と

仮
名
で

記
す，

π
と

も
い

之

を

ρ

　

不

口

活

用
語

尾
　
C
と

は

遺
い
．

．

不

脅
ヵ

」

と

い

う
逶

う

仄

動
調
の

沾

用
語

尾
ρ

み
を

カ

す

で
記
ー

て
ー

ユ

カ

ズ
」

と

訓
む。

β

　
不

囗
り

　
「

不

行
？

レ

こ

れ
は

A
・

β
・

c
・

ρ

と

は

遮
P 、

・

ザ
り

」

の

場
合
K

限
・

マ

こ

の

表
記
が

な

乏
れ
る

，

「

ザ

リ
」

の

活

用

請
尾［

だ
け
を

記

し

て

「

ユ

ヵ

ザ
ワ

」

と

訓
む、

こ

れ

毛
井

と

の

え

よ
ら

4

戸

不

ロ

活
用
語

尾
＋

，

　
、

不
行

ぢ
L

儼
，

三
と

同
謙

・

ザ
リ

・

K

限
な

ボ
、

こ

れ
に

動
詞
ら

活
用

語

尾
迄

も

記
し

て
ー

ユ

カ

ザ

，
L

匕
「
倒

む

G・

ロ

ズ

　
，

脅

受
」

あ

ろ

い

偬

．

脅
ズ

」

あ

弍

う
に

仮
石
で
訖

す
，

　

　

　

　

　
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

コ
　

　

　
　

の
　

　

　
　
　

　

ハ
．

不
ロ
ズ

」

ほ、

つ

矛
」

の

表
わ

す

語
・

活
用

形
ヒ
、

片
仮

名
で

完
全
に

迫
齢

朋
ホ

す
る

彫

で
あ
ウ
、

B
．

不
ロ
」

ほ
、

一

叨

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

椥

語
・

活

閣
形

甚

条

さ

な
い

選
又

的
表
記
（

千
に

祷
続
す
ろ

語

に

よ

っ

て

間
接
的
に

活
用

形

ほ

判
ゐ
）

で

あ
る

．

東
系
・

流
布

素
・

透

ど
 
と

も
顕
箔
に

で
て
p

ろ

の

パ

パ
・

β
の

表
払

で

あ
ゐ．

す
な

わ
ち
畜

爪

で

ほ
、

沼
ド

巻
み

す
の

刀

％

を

除
く

隠

と

ん

ど
の

巻
で

8・

汐

圦
上

と

な
．

て
、

助

勅

詞
「

ズ
」

を

表
い

紀

す
る

場
谷
の

代
影
砥

で

あ・
り

、

ら

ぼ
、

巷
あ

ナ
の

20
払

を

除
く

ほ
ヒ

ん

ど

の

巷
で

与

彦

圦

千

と

な
・

て
の

る．

仏
阜

の

間
俄

化
か

彡
湾
に

転
化

（

汽

施
バ

あ
b
可

能
陛
は

皆
熱
で

は

な

O

が
、

右

典
人
系
の

指

鏑
は

人
体

妥
夢

で

あ
ろ

う。

こ

れ
に

碕
し

て
、

液
窃
本
で

は

5
び

A
を

工

回

ウ、

巻
み

＋

六
匹

蚕
・

て

は
，

ハ
が

8

％
・

ち
ガ

即
”

と
い

う
よ

う
μ・

β

が

・

ズ
L

あ

表

記
の

由
−

心

と

な
う

て
P

ゐ，

　

ヤ
れ

で
は
．

吉

本

そ
し

て

瓶
布
本

に

ぢ

σ
る

バ
・

β

の

衣
記
が

加

向
な

ゐ

も
の

で

あ
b
ハ

を、
　

．

不
」

で

希
さ

れ

る

助

動

詞
「

ズ

」

ー

ザ

ケ
し

「

ジ
・

ぜ
ジ
」

−

才・・
ソ

」

「

デ
し

と

の

関
蓮
匡

ぢ
い

て

旭
て

ゆ
く

ミ
と

に

し
ま

う。

ま

ず、

古
本

鴇
零
A

．

舌
ズ

」

の

片
仮

危
あ

鷲・
持

鰹
ー
た

有

消
の

で
ぺ

て
の

助
動
詞
ド

出
犯
す
ゐ．

そ
n
な

か

で

多
0
あ

鳳

連
嗣

形
・

終

止

形
・

ズ
」

お
｛

び
漣
体

杉
，

ヌ
レ

で

あ

ろ
。

A
の

よ

う
侭

即

動

痢
バ

小

壱
の

片
仮
名
で
、

墨
な
形
で

犯
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5
玖

る
の

嫁
・

ぺ

γ

」

・

シ

A
」

．

ラ

ル

レ

バ

そ
の

活
用
轟

尾

だ
σ
を

片

仮

多
で
36
す
の

と

同
じ

寒
欷
で
、

痍

塚
で・
へ
審
、
・

れ

斥

助

動
詞
の

う

巨

ビ

疹
で
、

ど

急
霧
か

晶
変
ん
、

駕

の

も

の

で

あ
ろ
う．

ま

た
，

ー

ザ
ウ

」

ほ

三
・

戸

だ

η
で
な
く

ハ

で

も
、

「

マ

ジ
し

は

泊

ま

た

ほ

q
で

も
記
ご

玖

ゐ
の

ね
、

ハ
が

今

簪
の

代
表
的

な
表
記
法

で

あ
ゐ
ハ

ら
で

あ
ろ

う．

　

次

κ、

古

本
に

ぢ
σ
ゐ

∂

で

あ
ゐ
バ
、

ほ

と

ん

ど

の

巻
が

∬

％

以

下

で

あ
リ
・

吉

木
全
乃

格
（

拳
下
八

二

柔
二
声

工
匙

倉

む
）

の

用

例
数
の

う
ら
九

刻
弱
が
、

．

不

」

の

承

す
助

勤
鯛
姻

連

凩
形
’

終
止

形

の

・

ズ

L

｛

し

く

ほ

連
体

形
・

麗
で
・

’

割
強

が
・

ザ

帰
げ

゜

・

ジ
」

で

あ

有

う

ゑ

ワ
・

・

不
」

が

ホ
す
助

動

詞
の

う
ち、

も
。

と

も
’

般
的
な
漣
用

形
・

終
歩

形
「

ズ
」

、

漣

体
形

・

ヌ
」

が

ハ
だ

け
で

な

く
ら

で

も
記
こ

れ

る
こ

と

グ

あ
り
、

用
n

ら
八

る
こ

と

の

少
な
い

ぞ．
シ
L

・

ナ

…

ソ
L

が

ら

で
記

ご

れ

う

こ

と

は

全
く

な
い

の

ぐ

あ
ろ・

さ

て、

省
本

昏
け

な．
ハ

途
の

劇
胤
を

見

セ
、

埜
・

＋

六

ネ
九

二

7
の

四

巻
で

酒
《

勃
合
が

廻
巻
よ

り
少
な

く，

診

の

簒
が

庭

巻
よ

り

多
い
。

巻
一戸

ナ

κ

圦

隣
ρ

ハ
峨

滅
少
ぼ
、

C

、

不
口

活
用
誥

屍
†

ズ
」

の

増「
加
と

関

孫
バ

あ
ゐ

の

で
、

こ

こ
で
ハ

説
瑚
ほ

省
略
守
ゐ

、

巷
（

で

口
、

天
箕

舮

昏
り
る

條
四

巻
と

ほ

そ

易
合
が

少

し

遮

ぞ
o

る
．

こ

れ
ぱ
、

や
ぽ

り
・

合
着
物

餮
』

全

ち

畠

 
為
表繭

巽
写
だ

充

岔
餐
ぞ

紘
岬

．

・

毫
る・
・

さ
で

あ
ろ
う・

こ

の

こ

と

は、

促

の

ム

つ

の

助
動
詞

．

ペ

シ
」

「

シ
A

 
ル

・

ラ
ル

」

恥

友
記
に

お
。

て

も
伺
じ
こ

と

が

い

え
そ

う
で

あ
る・

慈
（

あ

表
弘

が

《
竺

紳
の

他

巻
と

老
千

遮
．

て
O

ろ

の

は
、

・

竣
彦
奉
」

衰

為
せ

ず
、

「

東
人
本

甲
」

を

広
本
と

し

て

e

る
か

ウ
で
侭

な
・

だ
ろ
う．

な
ぜ

な

ら
ぱ
，

．

餮
歪
を

底

本
・

し

た
八

巻
（

巻

う

争

ギ

 

才
＋
・

マ

芝
三

芝
）

葺
σ
ゐ
、

餒
風
本
」

と

．

東
入
本
甲
レ

参
．

〜
．

・
ヘ

ン
」

「

シ

A
」

ー

ル
・

ラ
ル

」

の

助

動
調
あ

友
記
の

異
な

り
を、

古

嶼
人

糸

裂
異
に

よ
・

て

調
な
可
う

と
，

毳
条
そ

れ

彦
見
貞

若
か

・

．
爾

）

か

象
彦

・

こ

れ
か

ら・

同
じ

夏
で

碧
展

昆
本
し

と

・

東
人

本
甲
LK

お
い

て
、

助
動
調
の

表
記
の

違

ぼ

そ
れ

ぽ
ど

な
の

と

考
え

て
も

よ
P

の

で
は

な
い

か
．

　

惹

た・

本

朝
に

お

け
な

巷
ナ

六
・

＋

九
・

ス

ィ

の

三

巻
が

健

巻

z
は

迄
・

て

い

ろ
ハ

偉

前
述
し

た
よ

り
に．

孑

れ

ら
の

吉
本
凸

本
文
洲

比

較

窺
を

受
6、

古

本
そ
＾

ゐ
の

よ
り

は

坤

や

遠
ぎ

か
「

て
い

る
か

ら
で
あ

ろ

う，

　

ぐ

確

流
昂
爪

に

渥

η
ゐ

A
・

ら

の

表
記

牌

如
何
な
る

も
n

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

捌
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あ
ろ
う
か
，

　

ま

ず、

月
の

表
記
に

つ

0

て

見
て

み

皮
う．

古
瓜

で

ね

「

ズ
」

「

副

ワ

，
」

「

ジ
」

「

マ

ジ
」

「

ナ

…

ソ
」

．

ヂ
L

ど

教乃
裡

あ
る

助

動
詞
あ

す
べ

て
が
、

・

不
」

と

共
に

片

久
名
で嗣

多
λ
て

現
わ

れ

て
い

た
が、

療
布
太
で

凝
、

巻
斗

一

二
（

す
や
・

茅

叩
ニ

ザ

五
・

二

す’
ハ

と

巻

〜
．

て，

そ

こ

に

出
て

く
る

助
動
詞

累
わ

．

て
い

る．

し櫛 本 沼 の 表耄乙

巻 老・ 巻 巻 巻 巻 〆

牟 牛斥 キ ∫
六 　五 四 　彡一

歳
・

／語

螽 毒 老 咢 総 ズ
一 「i＿ ．r醒＿ 1．，一．一
，ユ 　 』，　 ⊥ 　 ．旦　 ．彑 ザ
38 　　丿ユ　 認 　　刃 　　ユユー一一・一一 ヒ． ソ．
’　 ＿三と　＿豊 　一z 　⊥
7 　2ユ　 ll　 」0　 4． ジ
一．匿｝．．一．一．．一一．」‘一「 ．7 ．．

藷 吾 ｝ 壬 平 多一 L．皿一 一一＿−．．1r」＿＿＿ ．一 ．

立 　∠L ナ
3　　 4 ξ一．一「．．1−．．　 　 　 一＿

」量　∠ま　丑 　＿皇
ユエ　　’8　 2∫　　ウ

ヂ
　．−r ．rlri ．

詩 青 景 藷 鴇 討

右
の

ゑ
は
．

そ

れ
ぞ

λ
の

功
勤
調
に

つ

い

て、

承
で
犯
さ

れ

て

い

る

賽
努
ホ

し

《

も

争
あ
ゐ

が．

券

母
ね

そ

纂
用

捌
双、

分

孑
は

夙
で

記
ご

八

た
嗣
例
教
で

あ
る

。

こ

の

表
を

見
る

と
、

，

ズ

」

「

ジ
」

が
ハ

で

記
5
れ
ろ

用
曲

例

数
が

蔘
し
、
・
．

ザ
ワ

し

ほ

巷

・’

ナ
三

以

外
に

口

見・
ラ
淑

な
い
．

こ

八
ね、

B

属
加、
’
あ
ゐ

い

は

．

ザ

2
バ

に
の

助

動
調
と

ね

ま

別
・

諏
る

ξ
万

の

嚆
加
に

よ
う
も
凸

で

あ
ゐ
（

そ

の

項
で
迦
べ

ゐ
）

．

ま

た
．

《

ジ
」

「

ナ

・

ソ
」

　
「

ヂ
」

は
、

主
に

A
尋・
し

く

ぼ

θ・

ぐ

犯
ご

久

ろ、
が、

ム
〔

の

よ

う
に

．

不
」

と

共
に

片

仮
名

で

多
志
蕚
楳
が

あ
・

た

為
と

彦

え
ら・
れ

ろ。

　

さ
て
、

流
搾
瓜

に

お．

け
ろ
β

で

あ
る

バ
、

そ

 
割

倉
Q
月
を

上

回

）
，

「

ズ
」

の

表
紀
の

坤
心

と

な
・

て
い

ろ
。

古
本
で
は
、

そ

の

刻
分

は

非

常
に

少
な

く
、

・

不
L

り

奪
励

勲
詞
嬬

主
に

「

ズ
」

で

あワ

た
が
、

疚
布
本

で

ほ

ど

う
で

あ
ろ

う
の．

沢
κ
、
・

瓶

布
本

五

啓
の

ち

K

お

け
ゐ

．

不
」

バ

ホ

す
吻
動
剥

そ
れ

ぞ
れ

孕
巽

数
毫

表
K

ー

た
毛

あ

蓑

尓
す。

・

マ

ジ
」

「

す・

シ
」

「

デ
」

は 、

こ

の

β
で

祀
ご

八

疫

周
創
が

な
O

の

で

茄
く．

護

た
、

季
の

分

毋

ぼ

そ

あ

企
用

例

数，

あ
与

ロ

ち

で

記
さ

λ

ろ

用

靉
で

あ
ゐ．

（麟 本 幽 裾 の

巻 巻 巻 巻 巻

牟 な 茸 キ ニ
六 　ヌ廴 凶 　彡一

あ

語

⊥銘 並 ．距 ．翼 　，鵬
” o　 口3　 156　 ％ 　 ’鎗「　一一一一一冂　一齟」．一
」盛　2 、　 ⊥ 　⊥ 　蕊
38　 ユム 　 38　 刀 　 逗

ズ

7
リ

ジ

　 　 　 　 ． −
辺 　」至　 ⊥ 　」L　 」L
26 　 22 　 ‘↓　 ，o　 ユ

215　 1α3 ⊥臣　」墅 」旦
可

『
澣 　踊 　 ”8　 ’η 討

・

あ
表
を

鬼
ゐ
と
、

》

は

り

も
．

と

も
一

般
的
な

．

ズ
」

が

争
い

。

ー

か

ー
、

吉

爪
に

お
o

て

は

侈
口
，

ザ
リ

」

．

ジ
」

に

ぼ

あ．
ま

ワ

用

い

ら
れ

な
か

・

た
n

κ

比

べ
ゐ

と、

癒
巧
本

で
ね
、

〔

n
二

種 、

N 工工
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埼
ド

「

ジ
」

が

β

で

記

さ
れ
る

傾
句

が

あ
ろ
〔

「

ザ
ー
ー

」

は
，

三

の

増
加

と

関
迫
が

あ
ろ

の

で
そ
あ

硬
で

述
べ

ろ
）

．

し

か

し
，

善

・

下
六

衡
ー

て
は、

そ

2
翁
合

緩
《

琉

象
昆
ギ
、

ユ

κ

と

少
な
く
、

、

ザ
ワ

』

は

主
に

ち
で

記
う
・

れ
る。

っ

き
り
痞

み

イ

六
κ

お

の

て

4
、

・

ズ
L

だ
け
で

な
く

・

ジ
」

。

ザ
ウ

L

き

も

畠

で
・、

記
《
 

れ
、

　

そ

の

化
−

．
テ
」

　
コ

マ
一

ン

」

　
「

サ
：
：

ソ
」

が

A冖
も

ー

く

は

⇔
で

記
さ
れ

る．

ー

た
が
・

て
、

そ
の

表
記
は

兒
全
に

侈

バ

中
心

と

な
り
、

，

ベ

シ
L

鋳
P

て

も

全

巻
を

迫
じ

て

拳
写

六
《

弛
忠
と

な
ゐ

表「

琴
あ

を
と

を

鳶覧

あ
わ

《

う
と
・

養（

ま
β
、
、

丞
窯
五

巻
の

4K
あ
・

て

助
動
鯛

表
記

法
が

特

躯
狐

な

も
で

あ
ろ

，

　

　

　

　

三

月

診
 
邃，
鳳
，

古
本

熟
搾
本
あ

透
い

竃
．

と

も

警一

に

尓

ー
て

い

た
が
、

C
っ

不
口

浩

用

喬
厘
＋

ズ
」

匕

ρ
，

不
ロ

活

爾

語

尾
」

で
も

そ
＾

速
い

谷
．

き
り

と

わ
ハ

ゐ．

C

ち
は

周

じ

よ

う
R

動
詞
あ

活
用

語

尾
を

峠
仮
名
で

記

妄
楓
る
パ
、

．

不
」

バ

赤

す
助

動
飼
を

片
仮
名
で

記

す
ハ

否
か

あ

遣
n

で

あ
り
、

そ
の

点
、

C
ぼ

熟
ど
、

ρ
園

β

と

囘
じ

グ
ル

ー

プ
で

あ
る

と
い

乙

ろ
。

o
と

ρ

を

比

ギ
た

場
息

．

古
本
尽

お

い

て

口
、

c
ね

多
少
φ

増
萩
σ

遂
に

よ
・

て

あ
ろ

ゼ
、

ど
《

巻
で
も

ギ
A
姻
億

剋
ら
れ

ゐ

n
に

反
し

て、

ρ

ほ

巻
＋

四

の

’

創
を

欝
 

蚕

く
兇

彡
れ
な
い
、

、

丶

れ
は
・

さ

き
に

凶
と

β
を

比

べ

た

場
含

に

お

い

て

も、

月
〆

表

記
の

主
流
で

あ
り、

β
が

少

な
か

．

た

と
い

う

傾
句
と

含
く

同
じ

で

あ
ろ、

逆
μ
、

液
布

歪
お

い

て
、

ρ

誓

皇
図

・

て

い

る

こ

と

口
，

β

が

4
よ

回
・

て

い

た

こ

と

と

同
，
c

傾
何

で

あ
ゐ．

で

鳳
、

c
・

ρ
の

よ

う

尽

黔
の

活
用

語

髪
記

寸
と

い

う
表

記
バ

加

何

な
る

毛
の

で
あ

6
か、

そ

の

ψ
尋
性

と

い

う
も
の

を
．

C
・

り

で

記

さ
賦

ろ
勤
飼．
を

中
心

に

考
之

て

ゆ
き
た
い
、

　
ま

ず，

吉
爪

K

お

り
ゐ

C
で

口、

そ
の

用

創
と

し
て

多
い

ρ

は

コ

糸
心
美

」

そ

ー
て

「

府

轡
寿

」

で

あ
ゐ

，

前
看
は
・

下
二

段
の

勤

詞
・

見
ユ

」

の

舌
定
形

ぐ

あ
ゐ
バ
、

こ

の

場
容、

山

一

般
の

動

詞
．

見

广
の

否

定
形

，

見
ズ
L

と

正

別

亥
為
κ

動
詞
β

活
用

語
尾
を

謁
ー

た
と

催
定
で

き
よ

う
，

久
に

見
ユ

し

と

，

見
ル

」

の

否

定
形
バ

c
と

A
で

記
さ
れ

て
い

ゐ

剖
を

挙
げ
て

お

く．

　
・

以

三
瓦
弋

固
ク

夙
二

朱
甑
』

恩
・
プ

見
勉

不

見
・

ズ

紙
燭

，

火
，

　

光
ハ

沌
ノ

肉

序
欠
癆

然
・．
．

分
（

人
・

火
・

光
ヲ

馨
見
・

止

　

　
拷

麗

籏
，

加

護
・

可

蒙
・

心

、

毛

認

μ
（

慈

芝
茅
才

竃

ま

套

丿
和

鮮
キ

L

は・

・

癰
ホ

ユ

L

の

転
で

あ
る
・

轍
ユ

」

あ

否、
足

形

だ

が
、

こ

あ

場
谷

も
、

四

段
の

．

思
フ

し

の

舌

定
形

・

処

ヘ

ズ
L

と

邑

別
寸
ろ

為
に

C
も

用
い

た
と

潅・
足
5、
れ

ろ。

そ
の

化．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

超
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曹
敬
の

助

動
詞

椿
フ
」

智
轡
の

他

動
詞
形

・

醇
ス

」

・

・

諭

ど

食
動

翆
象
5
、

廟
ク
L

舞
芝
・

蹤
ユ

」

騫
ど
篝
け
ろ

動

銅
・

髪
蠧
暫
／

く

禰
負
砺

　

さ

て
、

巻
み

ナ
虎

以

降
五

巻
に

ぢ
け
る

o
の

劇
容
グ

ー5
％

前
後

と
、

梶
の

古
本

論
ハ

巻
よ
ワ

も

多
く

な
・

て

0

る
＾

ぼ

ど
う

し

て

だ
ろ

う
か

．

−

八

幺
五

恙
に

誓
て

も
、

前

誓
動
飼
が

媛

釣

多
い

が、

特
に

こ

の

互

巻
の

C
ぱ
、

助

動
詞

マ

シ
（

L

に

か

わ

う
．

尺
・

サ
ス
」

の

増
加
と

閲
孫
次
い

よ

う
に

愚
わ
れ
ろ、

た
と

・
そ

ば
、

動
飼

．

知
ル

」

に

助
動
詞

っ

5
、

・

ズ
」

と

倉
練
す
ろ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
シコ
フ

コ

知
ラ

芸
L

之

託
オ

塲
み、

こ

巨
ぐ
「

不

如

歯
ヒ

冬
λ

ろ
．

し

か

し
、

巻
三

す
圦

前
の

巻
に

お
o

て
、

ま
だ

・

シ

A

宏

に

較

繁
く

用
い

玖
て
P

る
場
合
、

ジ
A
」

幕
縦
す
る

と

・

驚
秘
L

と

e
つ

よ

う
に

今
誓
れ
ろ
・
・

と

に

な
る・

し

た
が

・

マ
、

C
＾

矮
用
蒭

尾
と

い

う
の

ね・
一
動
鯛
あ

活
用

脅

尾
と

い

う

だ
り
で
な
く
、

勘一
動

調
「

ス

」

・

ー

サ
ス
」

あー
ろ
い

偬

「

タ

2
な
ど

が

動
詞
に

痔
続
し
、

こ

登
片

馨
で

記

馨
も

含

ん

で

お

，
、

こ

の

ゑ
圦

 

ぽ

お

り
ろ

C
め

増一
加

は
、

ー

ス
」

・

「

サ

5
り
瑁
加

F
よ

う

も
の

ぐ

あ
ろ

と

考
毛

ら
れ
ろ

，

拠
K
・

．

知

ラ

ズ
」

が

酒
で
、

．

知
ラ
尾

ズ
」

が
c

で

記
さ

れ

て
n

ろ

例

拳

げ
ろ．

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ノ

　
　
一
放

免
共

八

努
く

此
ノ

穿
ヲ

不

知
杖
レ

　
只
一
倫
二

存
人

ノ

男
ヲ

馮
爬

　
　
．
工

夜
れ

以
更
ル

程
・〔、

募
・

・
象
み

竹
テ

門
ヲ

押
養、

男
支

度
哮

　
　

篝
着

ヴ

俘

塑
《
、

走
，

返一
フ

板

敷
・

下
・

深
ク

遁
入

ヌ．

　
　

此
ル

紋
原

・

獄

碁
所

梼・

像

控
．

定
メ
テ

遍
・

心

有
怯

漫
 

　
　

然
り

糺
无

ク
乎、

人
耄
不

知

残
γ

夜
ユ

入．
丁

貯

矯．宀

外・戸

嘴
脅．
7 、

　
　

皆
射
致

篠
　

　

　

　
（

巷
み

イ

九

第
〉
ハ

誰
）

で
は、

志
爪

K

套
た
（

創

児
ら
れ
る

D
と

ぼ

如
何
な
ゐ

毛

の

ー

で

あ
ろ
う
か．

　
　

励
レ

み

，
〜

乃

便
品

−

比
丘

偈’

二
冖

零
ヲ

た
与

不

蹙
巧

　

与
未．

　
　
心
ヲ

糞
蔦
惨

呉
ノ

’

蓴
荏
蓬

苳
擾

ズ
．

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

巻
イ
田

　

第
ナ
’

話
）

養
？

・

塰

属

蓬
形

愈
エ

ズ
」

で

あ
・

〆・

ク

詑

5
れ

た

後、

同
じ

表
馳
が

c
で

記
こ

れ
て

い

ゐ
．

こ

れ

ね
、

餉
ハ

、

羊

思
エ

L

を

和

何
κ

訓
む
か

を
・
小

さ
ん

が

為
に

．

不

思
受

」

と

0
で

記
し
’

κ

と

も
膨

乃

t
・
り
れ

ぜ“
つ．

　
次
K
，

歳
布
杰
ハ

o
−

0
で

あ
る
が
、

右
本
で

ね
凶

姻
し
か

見

う
れ

な

兮

匹
ρ
が

増
加
し
・

c
を

工

回

ゐ，

活
用

諮

屍

嵐

る
で

記

す
C
と

ρ

に

お

り
る
こ

の

傾
向
は
、

吉
本
で

ほ

叡
％
し

か

剋
・

フ

れ

な

ハ
・

た
β

〆
、

流
布
爪
で

ね

ハ

を
上

回
ワ

「

ズ
」

あ

表

記
あ

中
心

と
な

ろ

留
と

同
じ

で

あ
な，

つ

ま

り、

．

不
L

〆

示
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寸

助
動
詞
セ

膝

彼
乃
で

特
F
記

さ
な

い

と

い

う
点
K

お
o

て
、

ρ

は

ら

と

同
じ

グ
ル

ー

プ

ズ、

そ
の

勲

動
飼
も

緒
嘉
形

「

ズ
」

が

 

・

と

も
多
O
が
、

巻
み

ナ
凶

：戸
＋
ム

ニ

軍
六
で
鳳

．

、
η

2

．

ジ
レ

「

．
ケ
」

辱
も

童
ラ
八、

こ

朕
あ

侈
と
凶
例

じ

趨
句
に

あ

ろ
・

ぽ

た、

c
ゐ
し

く

は

ρ
を

用
n

ゐ

動
調
18
・

志
本
に

お

り
ろ

じ

黒、
当

然
．

見
ス

」

−

侃
ハ

幺

レ

堵
が

多
い
．

し
た

．

か
．

て
、

そ
の

動
飼
筺

よ
・

て

沽

用

愛
が

片

繁
ぞ

記
5
れ
ろ

塗
捗
の

あ
う

ゐ
《

が

ε
−

ρ
で

記
さ

れ

た
の

で
あ

っ

て、

禽
12
ね
0

13
酒
に．

ρ
18

β

の

グ
ル

ー

プ
尺

函
す
ゐ

あ
の

と

考
之

彡
れ

る．

　

　

　

　

　
四

　

ー

ザ
リ

」

を

紀

蔘
K
用
い

ら
承
る

三
、

希

ロ

ゲ
」

・

万

．

泙

囗

活
用

語
屍
・

ジ
」

に

っ

い

て

述
べ

る
。

．

不

L

〜
受
・

れ

ろ

助

動
詞

「

ズ
」

「

ザ
り

」

「

ジ
」

コ

〈

ジ
L

ー

ナ
：

ソ
し

「

デ
」

の

う

ち
壱
・

と

も
一

般
的
な
b
の

は

，

ズ
L

で

あ，

る
が
、

つ

n

で

多
い

の

が

・

ザ
リ

L

で

あ
る

．

・

ガ
リ

し

俊

ー

ゲ

シ
」

・

γ

AL

と

同
じ

よ

う
に

そ
ハ

籀
用

語

尾
だ
17

を

莠
で

記

す
ご

ど

F
よ

・

て
、

、

不
L

が

添

す

助
動
詞
が

．

ザ

2
あ
ピ
ハ

活
瑠

形
で

あ

る

か

が

わ

茄

る
。

　
し

た

が
フ

て
「

ザ
ー

り
」

は
、

夙
、

だ

け
で

な
く

丘

で
・

あ
る
い

ぼ、

流
布
爪

に

四

初
だ

ワ
処

藷
凧

ろ

戸
あ

よ

う
な

表

紀
も

室
涙
た

参
あ
ろ，

．

《
ジ
L

に
、

そ

畠

製
参
な

碁
、

ま
た

『
、

シ
」

と

盈
別

急
か
、

活
用

語

屍
だ

望
片

’
仮
名
で

記

す

表
死

ば
、

吉
玖
人
蓄
に

よ

れ
ば

三

糞
あ

蒼
み

十

ゑ

参
轟
低
何
為
避

．

・

ケ
・

・

老
端

婁
扈
」

三
捌

あ
る

あ

みワ
で・

そ
あ

化
す・
ベ

マ
が
A
ハ
・

6
で

記
弋

」

れ

る
，

さ

て

表
本

で

は

ハ
の

表
記
が

中
心

で

あ
る

為、

・
．

寸

リ
L

も

主

ド

酒
で

記
さ

れ、

峇
巷
わ
ず
か

に

教
例
が

左

で

あ
9
、

戸
で

砲

∂
・

た
く

記
こ

れ

て
い

な
い
。

ー

ハ

（
、

齋
爪

で

ね
・

そ
あ

五

n

刻
合
バ、

巻
す
广

ぱ

9
％
、

巷
あ

す
あ

は

4
％
．

巻
ニ

イ
四

は

13

彦
、

巻
あ

ナ

ゑ

ぼ

9
κ、

巻
”

イ
♪
ハ

ぼ

ユ

ヴ
〃

と

な
り

　

て、

露
γ

n

巷
が

あ
ろ、

こ

れ

Q、

−

不
」

で

ゑ

さ

れ
ろ

す’
べ

て
の

勘
動

禦

含
あ

た

劇
容
で

あ
る

幽

で、

　
・

ザ

ワ
仁

に

つ

い

て

ど

あ
’
表
記

它

用

ρ

た
あ

か、

広
の

表
尺

示
4

乳

〔
「

ザ
冒
り． め 表耄乙 ）

巻 ε 　　 老｝ 巻 1
巷

二」　 二r　 二一　 ．二・

イ 寸 　＋ ま　ナ

デ气　五 　四 　メー 一
型

8 A一
28 　 ユ　 3　　6　 5 β
一 一一 ． 7 ｝

8 Ci『τr＿一．一’一巾

1　　　 1 ρ　 　 　 　 一一 P− i一齟 幽　　　　一　　一

7　 ’？　 潔 　 5
尸
　 16

　 　 　 P，雫一 ξ亠 r 置．．

l　 l　 l　 　　 l 戸　 　 　 」一　 一呷

I　　　 l　 l 6
38　 2ユ　 38 　 ユ122 ｛す

こ

あ

友
K

よ
珮
ぱ
、

流
布
爪
五

巻
あ

う

ち’・

巻
イ
’

・

み

イ

汐
・

ニ

イ

五

n
三

巻
が
、

冫

ム

に

E
で

記
さ

れ、

巻
あ

オ

美

で

ね
，

パ
・

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

燈

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

亭
三
と

彡
麦
記
は

定
ま
・

て
い

な

9
こ

3
う
に
、

兼

布

本

で
は

ー

ザ
リ

レ

ぽ、

三
で

記
こ

れ
な

留
が

あ
る

が
・

β

は

凶

の

省
路
表

解
・

酒

か

ウ
三

へ

の

拶
動
と

e2

｝
と

も

考
え

λ

皮
う。

巻
・尸

イ

六

で

は
、

そ
あ

八

豢
が

β

で

紀
こ
れ

ろ．

つ

ま

り・

巻
あ

イ

六
ば

。

ズ
し

ー

ジ
」

ー

ザ
リ

し

《

人

馨
を
う

で
記

し

て

い

ろ

綺
夏
な

巻
ゼ

あ
う

こ

と

が

わ、
か

る・

　

最
後
に，

窃
で

あ
ろ
ゼ
・

こ

れ
鳳

套
夐
紀

、

不
」

を

ま
・

直
く

用
o

ず
、

片

仮
名
だ

ワ
で

助

動
詞
を

託

す

表
記

法
で

あ
る
，

去
本
で

ほ

ハ
が

申
心

で

あ
ろ

為

教
が

グ
な

《
、

そ
n

傾
伺
牲

は

そ

れ

ほ
ど

躙
瞭
で

鳳

な
い

遭

う
に

恩
わ

れ
る，

し

ハ

し
・

ち

が

穿
心

た厂
ろぞ
衣・
祝
と

な
ゐ

液
姻
岬

瓜川、

特
に

巻
声

イ
・

〆

ハ

で

は
・

　
コ

く、
シ
し

　
「

す
・・

シ
」

そ
し

て

．

ズ
L

の

巳

然
形

「

ネ
」

が

去
に

⇔
を

用
い

て

簪
訳
ゐ
．

巻

‡
・

奈
．

委
襲
払
ら

が

多
い

爻

面、

和
文

劔
表
記

6
姻

多
い

こ

と

ね
、

’

剋
身

角
し

て
い

う

ま

う
で

あ
ろ
が、

古
太
の

よ

う
に

パ
を

中
心

と

ー

て
、

助
動
詞
が

．

不
」

と

荻

に

片

警
で
記

ー

て

あ

ろ

の

と

鳳

遜
・

て
、

疹

が

穿
い

桓

的

表
％
で

あ
必

ぽ、

若
の

用

毅
の

少

な
い

・

〜
／
し

・

ナ゚
°噛

／
L

、

ネ

を
侈

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

し

で

記
宵
訳

ド

も
い

か

な
い

の
で、

弓
で
範
へ・

な

口
れ

ば
な

ら
な
い

鐘
が

当
然

あ
・

た

と

彦
え

ラ
れ
ゐ

，

そ

れ

叡．

診

翕
 
索

F
匂

鶏
 

し
た

畠

で

あ
ろ
う．

次
侭

巻
ニ

ナ

六

侭

ぢ
O
て．

41

昌

φ
の

ぞ
点

そ
れ

の

表
記
が

な
ご

れ

て
い

る

創
廴
を

養
け

ろ
。

　

　

襠．

寡
・

見
子

刎
側
ζ

屠
名．
・

κ

域
螢
，

男
玖

末
テ，

ユ

糎

　

　
ド

些
ハ

不

佼
・

  。

僧
、
．

効

孝

毳
｝

罷
・

塚
丁

後．

未
ダ

　

　

此
ル

物
・

云

食
終
．

此
・

見
后

テ

將
ル

也
L

ト・
ム

λ．

残

賓
、

　

　

男

−

現．一

兵
・

然
芝

碕
玄

．

然

ヒ

冷
、

此

御
・

γ

ヌ

埼
．

　

　

此

物
壊

周蝋
ヴ

ハ

香

淵．
…・

…

然
，
ト

ぶ
ハ

外
、

易

　

　

カ
モ

馴
　
只

申・’

通
ラ

御

5
卜

幺
ケ

灯

増、
、

拓
7

ゑ
（一一

遭

　

　
ラ

心

ヲ

椅

穣
，

被

越
コ

γ

為
AL

．

−

−

：

：

。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

巻
み

す
♪
ハ

　

多
ハ

毒
）

　

　

　
　

　
五

　

以

⊥
・

　
「

不
」

で

ホ
さ

れ
ろ

助飼

勲
詞

「

ズ
」

　
「

副

ワ

ワ
」

　
「

ジ
」

　
「

〈
ジ
」

「

ナ
…

ソ
レ

授

し
て

「

ヂ
」

詞

表
紀

法
七

種
に

つ

い

て

述
べ

て

き

た
バ
・

こ

れ

ら

・

ズ
L

で
κ
疾

λ
る

助

勤
詞

裏
記

が
、

施

存
す
ゐ

吉

奢
ヒ

派
布
爪

系
で

ね

逸
い

バ

爨
で

あ
る

こ

と

バ

わ
ハ

ろ
。

　

毒

本
仁

お
い

て

は
．

凶
あ
し

《
は

C
η

遺「
り
に

．

不
レ

と

兵

に

滑

佐
名
で

動
動
詞
を

記
ー

た
表
記

バ

ヰ
団
で

あ
り・

激
希
本
に

お
い

て
ね・

β
 

し

く
ね

ρ
め

ぼ

う
に

助
動
詞
を

片
仮
魚
で

ね

記

さ

な
い

友

費
中
心

で
あ
ろ。

そ
ー

て、

古

本

努
け
ろ

戸
・

C

《

セ
い

う
に

助
動

詞
そ
の
δ

ま
逸
り

勹侮
久
ク
μ

で
記

τ
あ

ほ
、

　
「

ペ

シ
レ
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

が

物
あ

活

坦
跏

尾
を

片

仮
名
で
糺

す
の

ヒ

同
じ

姦

識
で．

つ

ま

儀

　
　
　

　
　ロ
　

　サ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

サ

　

　リ
　

　

の

ど

あ

勅

動
飼
の、
ど

あ

活
用

形
で

あ
．

う

か

を

直
傍
糸

さ

ん
バ

為
の
、

読

解
ぞ
匙

識
し

て

の

表
記

ぞ
あ

ワ・
　

ー

ギ
シ
」

ド

関
L

て

も、

や

隠

ウ

そ
o

表
記
鳳

畏
で

あ
ゐ

。

本

集
諾
本

で

の

β

の

表
わ

す
語

＾

変
化
は
、

蓼
【

系
レ

と

語
と

あ

絃
び

つ

き

の

玄
戳
あ

羅

度
を

急

す
や

あ
と

し

て
・

衂

な

は

β
嶼
味
派
い

，

β
が

少
な

兮

窘

太
で

ね

．

不
し

の

糸

で
助
動

詞
ほ

も
・

と

も
’

般
約
な
連
閉

形

・

終
止

形
，

、
入

L

も
し

く

は

連
体
形

・

ヌ
」

で

あ
ワ、

〜

れ

ら
も

人
わ
冷
が

オ
で

記
ご

八

て

い

た，

賓
布
本
で

は

「

ズ
」

「

ヌ
」

あ

人
節
み

〆

勿
論
β
で
、

さ

ら
κ

．

ノ
レ

う
β

で

記

す
傾
向
に

あ
を

　

桁
匹、

慈
一尸

す、’
ハ

に

お

い

ス

は
「

ズ

」

「

メ
」

「

、

シ
」

の

就
に

「

ザ

，
」

も
冖

ρ

で

記

こ
れ
、

そ
の

紀，

「

デ
」

姻

パ
で
、

．

《

ジ

レ

・

ナ・・

シ
」

己
熟

形
「

多
」

が

6
で

記
さ

れ
う

と
い

う

よ

う
に 、

5
を

申
心

と

し
、

用

例

警
少
な

e

勘

2
片

像
惣

で
記
し

蓋

別
し

て
の

る．

こ

あ

拳
享
六

グ
薇
葯

本
ゑ

巻
勿

ヰ
筺

あ
・

て．

や
や

鑾
な

あ
で

あ

を

ど
ほ．

・

ペ
ン

」

の

表
記
の

場
含

毛

同

嫌
ぐ
、

こ

ハ

〆

巻
の

み、

ら
が

ヰ
心

た

ゐ

表
記
と

な
・

て

い

る，

（
か

｛
、

二

蘇
鳳
・
レ

れ

で
活
用
形
を

赤
そ

う
と
い

う

毳
口
、

や

は
，
あ
う

経

度
d

逐
じ・

久
る

．

　

　
　

　

　
六

　

紡
放
も

孩
，

少
な
く

な
・

た

ρ

で
、

助・

動
詞

−

ペ

／

」

．

シ
A

し

・

ル

ニ
フ

ル
」

に

つ

い

麦

翌
雁

果
に、

硲

迩
つ

盈
と

ど

め

ろ
．

　

「

ギ

ン
」

の

孜
記
口
，

「

ズ
」

ほ

ど

で

ね
な
い

が
、

や
は

り

同

俵
な
爾
伺
が

見
ラ
れ、

．

ズ
L

あ

A

搴
じ

ろ

ハ
コ

可
日

シ
」

が

主

癜
を

な
し

区
ゐ

。

古
爪

系
の

β

．

可

口
L

園、

♪

へ

蓉・
が

．

拓

可
ロ
ズ

ゐ

で
．

「

1
ベ

カ

ラ
ズ
」

と

訓
む
こ

と

が

で
き
る

脅
て

あ
る

。

だ
か

ら、

吉
本
の

み
巻
の

多
の

襠
霧
捻
・

「

不
可

ロ
ズ
」

の

争
少
に

ミ
て

い

る
と

猷
え

逮
2
・

谿
本
の

髯、
吉
爪

で
口

沼
で

多
・

れ

て
い

た

終
止

形
・

連
体
形

バ

目
立

つ
。

ま
た、

右
本

で
ほ

己

「

可
口

沽
用

語
尾．
＋

ベ

シ
」

・

三

「

可
囗

ベ

シ
」

が、

激
布
本

で
に

ρ
．

可
ロ

活
用
骼

尾
」

・

戸
・

可

ロ

リ
L

と

い

う
ゑ

息
に
，

古
本
と

驚
本

の
堪
い

も
見
ら
れ
ろ。

さ

ら
に
、

虜
．

口

ベ
ン
」

が

ほ
・

ん

ど
・

沓
碧
葡
後
で
、

巻

案
．

匿
髣

从

上
も

あ
る
の

に、

彦
目
す
べ

き．
て

あ
ゐ。

臼
バ

天
夊

却．

埼
に

巻
’

に

多
い

ハ

偉

・

ベ

シ
」

の

表
記
が

淀
a
・

て

い

な
か

・（

匏

か

ら
で
あ

ろ
う，

　

。

ノ

ム
L

も

鎮
甸
と
し

て

ほ
、

凶
．

冷
ロ

ム
」

が

B
．

冷
囗
L

を
工

回
・

て
、

申
心

釣
表
記
と

な
．

て
い

る．

ほ
・

き
り

ー

て

い

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

岬
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ろ
の

ぼ
、

、

シ
AL

僑
ズ
」

’

・

ベ

シ
し

が

墻
続

す
る

場
合
は、

β

で

，

不

冷
ロ

乞
、

可

令
ロ
レ

と

記
さ

れ

ろ
こ

ど

で

あ
ゐ．

連

用

形
、

シ

ガ
ど

終
止

形
・

シ

AL

を

且

別
す
ろ

姻

署
あ
ク、

逆
体

形
・

シ

ヘ
ル

レ

・

象
膨

ー

シ
A
レ

』
・

厂
．

A
ロ
ル

 

・

A
囗
レ

し

で

同

様
に

ヱ

型
λ
ろ
．

碕
・

ロ
シ

A
」

ボ

多
く
、

啓

瓜
が

着

∴
の

も
．

・

ベ

シ
L

と

同

じ．

　

「

ル

・

ラ
ル

」

ぼ
、
・

人

勢
ヒ

し

て

刃

．

被
ロ
ル

L

ガ

や
や

β
っ

被
口
L

よ

与

歩
n

状
、

θ
・

ロ
ル

」

・

「

ρ
ラ

ル
し

も
か

な

）

あ

り
，

不
宴
昆
で

あ
る

、

こ
の

点
「

シ
ム
」

と

某
通
点
が

あ

る。

巻

＋

五

圦

吟
ぼ

β
バ

主
流
と

な

る、

定
气

て

い

ゑ
は
、

・

ズ
レ

あ

葱
ほ

・

ベ
シ
」

が

傍
続
ー

て
、

『

ー

レ

ズ

「
「

f

ラ
レ

、

洛

あ

盈
は
．

！
ル

ベ
シ
」

．

ー

ラ

冬
シ
」

の

場
容

慘
で

あ
る

・

乏
で

あ
る，

天
竺
鋤

巷

ぞ
は，

・

ル

ニ
フ

ル

」

の

8・

疹
ま

ぞ

q
で
、

鍮

衆
q
が

萩

毟
・

ゐ
。

羅
の

聖
甥

嗣

零
．

と

も

表

記
が

チ

宇
定
と

い

え
凌

う．

連
用
形

．

レ
・

プ
レ

」

ほ

β

に

な
る

傾
向
も

あ
る、

　
　

　
　
　
七

　

以
工

を

ま
ヒ

め

う
な

ら、
ね
、

主
と

し

て

選
写
と

片
仮
危
を

爾

し

た

本
集
の

助

動
詞

丞

警
ズ
」

・

ペ
シ

」

・

シ

AL

・

ル

ニ
フ

ル
レ

そ
れ

ぞ
れ
に
・

経
度
の

差
・

動
菰
は

認

り
ら
久

る
ボ
・

奏
体

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

御

と

−

て

見
た

場
息
．

き

わ

め

て

整
然
と

ー

た

表
記

オ
動

魁
う
欺

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

の

る

よ

う
に

思
う，

す
な

わ

ち、

語
、

あ

る
い

ぼ

語
形

の

明

堽・
な

痺

、
傍
表
示

を

片
侠
名
小

婁
買

ぞ

麹
図

ー
た
の

バ
、

酸
塵
本
以

下
あ

古
本

委
李
あ

〜

そ

裂
鬟
蜜
魚
翁
れ

姦
豹
ポ

実
に
一

で
て

い

る
の

〆
、

・

変
系
の

表

響
実
態
で

う
ろ

う・

本
集
の

吉
本

表
訖
κ

は

’

煙
あ

統
ノ

性
・

規
範
性

す

憲
じ

彡
れ

ろ

ほ

ど

で

あ
る
が
、

4
た
観
点
を
ハ

毛
る
な

彡
ぱ
、

巻

助

勲

製

記
（

qn

片
仮
名
の

み
の

表
記
）

の

巻
’

以

下
蒻

手
自

巻
々
あ

摩

は、

藩
写
生
体

裂
象
ら
峠

隻
衣
記
へ

・

蓼
三
瓠

毛
い

ゐ

と

も

e
｛

ろ
の

ぐ

に

な

q
だ

ろ
う
か
。

こ

れ
ま

で、

奈
秀
返
詭
嘗
と

片

仮

彦
僧
τ
た

助
動

翼

56
を

見
て

き
た
の

で、

そ
淑
以

訃
の

表
記
に

少
し

ば

か

9
凰
壼

む

け
て

み
よ・
り
と

思

う。

す
で
に

指
橘
さ
八

て
o

ろ

颪
う
に
、

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

臼
立

諺
の

仮

髫
さ

龕
捨

娩

聖

お

よ

び

也

舞
本

集
の

表
記

角

緩
と

い

え
よ・
フ．

　
ま．
ず

、

仮
后

店
き

奢
の

柱
絡
マ

あ
る
バ

・

塞
ぐ

多
少
凸

増

菰
13
あ

る
が

、

ほ

ぼ
全

体
釣
に

現
わ
れ
マ
，

戸

和
文

特
肩
藷
・

浴
驚

と

∩

・

た

性

格
〆

強−
く
、

畷
潔
と

の

穂
ぴ

有
さ

が

弱
い

語
で

あ
5，

と
い

わ
れ

て
い

ろ。

　

倫
仮
名
は

劉
点

賓
料−
に

は、

ゴ

く
一

鍛
約
に

尼
ら’
れ
ゐ

も
角

で
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あ
る
。

難
競
A

語
で

は

な

く
、

ぜ
み

か

た

畠

紛
ら
わ
し
い

語

に

つ

σ
て
、

皮

み
を

助

σ
わ

為
と

思
わ

れ

る
、

、

返

読
薄
が

藍

千

あ
る

こ

と

も
指
摘
芝

れ

て

い

る。

・

難
」

は

ほ

ぼ
全

壱
返
読

で

あ
る

が
、

夂

あ
、

元
」

．

如
」

．

毎
レ

．

于
」

は 、

後
に

は

梦
賃
語
と

兵
に

だ

り

用
い

彡
れ

て
い

ろ
。

依

耄
き
♪

念
三

鐙
仮

意
、

一

言
で
い

う
な

ら
ば
・

泉
語

《

正

確
な

再
硯
を
め

ざ

〔

た

ゐ
の

で

あ
ろ
う
，

　

さ

マ
、

化
の

説
話

集
、

た

ζ

毎

鐸
図
集
』

が

圃

じ

よ

う
な

．

表
記

体

 
と

）

な
が

ら

ぎ
わ

め

桑
塗
で

あ

禽
記

慰

毅
糠
譲
壌

報
弊
羅
傷
ゲ
鉢

鰺

衣
記
、

と
。・
つ

可

龍
楳
も
ナ

み
殤
え

ら
れ

幺
で

あ
る，

ま

た
・

穫
老

が
畜

籍
剰

用゚
し

た

吏
献

列

中−
に

ぱ、

螯
片
仮
石

交
？
又
の

形

態
を
も
つ

説
話

集
も

あ
・

て
、

そ
れ

を

表
記
勧
で

あ

姦
度
登

理

ー

た
ハ

だ
ろ
う
と
い

う
こ

と

も、

尚
然

蒙
さ

底
う
の

ぐ
あ
る．

　
こ

こ

で
、

乞

落
・

ひ

そ

み

に

な
ら・
っ

て
、

「

今
看

狸

葵
凰

弍

め

う
か

」

と

O

う

繁
閥
に

解
答
桂

用

意
し

な

り
れ

ば

な

ら
な
い

な

ら
ぱ
、

”

同
輝
《

あ
あ

に

比

べ

て、

か

な

り
畠

経・
及
に

目

ぜ

み
う

ろ
・

と

孥
毛

ざ

ゐ

を

碍
な
い。

含
蔔

原
者
め

表
記

童
図
と

痴
左
あ

載
々
ハ

蠡
塞
算
し

く
は

な
・

表

あ
ド、

今
あ

ζ

ろ
は
、

ま

だ
茅

確

か

な

雰
が

銭
こ

れ

て

は

い

る

け
れ
ど

も．

　
　
　
　
　
八

　
こ

水
煮

季
物
蓊

磨
表

孔
に

つ

い

て

述
配

て

き
た

蓬
か

｝

フ、

当

然
こ

こ

で
考
乏

勹

り
れ

ば
な

ら

な
P

羯
が

あ
る．
　
い

わ

ゆ
る

羨
潔

耳
仮

β
交
ウ

文
の

絶
葱
に

つ

o

て
、

〆

言
ふ

武
て

ち
こ

巳

λ羨
べ

廴

説
と

な
・

た

繋
り

瓦

蠱
、

λ
に

亨
る

修
正

動
ゼ゚

二

見
ら
れ

る

が
、

讐
に

は
、

な
ぢ

不
十

赤
で

あ
ゐ
よ
・
つ
に

思
わ

れ

ゐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

解

春
日

政
舗

揖
φ

は、

西

人
寿
本

叢
勝
王

経
の

例
か

ら、

片
仮
名

交
り

文
億

貘
文
左

訓
免
足
た

人
が、

そ
の

剃
疏

す
ゐ

縢
に

施
L

た

訓

点
の

彡
汝
玄

そ

吻

ま
・

自
存
り
る

文
孝
に

利

用
し

て
、

一

層
旋
み

鳳
四

く

そ
あ

形

式
蓉
を・

蓊
零
あ

下

籌

込
ん

で

了
・

た

処

に

生
じ

た

わ
あ

と

い

ふ

こ

と
が

条
る

。

そ
れ

政

そ
n

初
匹

於

て

は

そ
ρ

藷

序
バ

斐
流
ブ

あ
・

て
反

碗
べ

λ
た
も

の

バ

あ
・

μ。

之

は

冷

看

物
語

激
べ
の

え
に

ま

で
、

そ

至
紳
の

魚
孩
奪

留
め

て
ゐ

る．

（

晦
）

か

く

み

の

片
依
多
交
，

文
13

疾
廴
に

歪
い

顔
か

彡
出
発
し

て
、

そ
れ
ボ

漸
沢

和

風
κ

叡
千
・

た
ゐ
あ

ヒ

見
な
く

て

は

な
彡
な

い
卩

　
　
　
16
）

　
　
　
た．

右

の
説

に、

挙
爪

こ

の

間
組

巳
関
し

て

ほ

ぼ、
足
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广

般
に、
諾

漢

客
文

献

あ
る
い

ほ

璞
惇
を

主
と

し

た・
又

献〜
で、

−

漢
文
碧
友
記
」

な

ど
と

ぢ

お

尋
ハ

に

い

わ

れ
て
い

ろ

訊

象
q、

毛

ラ

少
・

厳

餐
歙

響

を
急
蓴
が

あ

ろ

ぎ
り

量
う

，

太

縞

筺

関
係
す
ろ

範
囲
内

で

い

記
ぱ
、

’

つ

は

諦

費
た
と

之

ば
、

述

語

r
目

的
舘
な
ど
）

の

彊
で

あ
，、

拠
あ

’

つ

傭

返

藐
髣
で

あ

ろ
。

み
晢
＾

遞

貌
蓐
田
、

A
弐
で

主
と

し

て

述
べ

て

き

た
よ

う

に

助
動
詞

り
衣
記

に

用
い

ら
点

た
、

不
」

、

可
L

．

冷
」

．

彼
L

ど

あ
と

灯

、

桑
」

−

奉
」

．

如
」

．

鬱
し

・

雎
」

．

毎
」

．

乍
」

『

于
』

．

臼」

．

徒
L

．

漸
」

が

用
い

彡
れ

て
。

う

だ

け
で
、

犀

は

日

本

語
仍

、

目
葡
語
ー

述
語

の

頑
序
侭

な
・

て

o

ろ

の
で

あ
ゐ。

し

た
が

・

て
、

春
日

傳
士

が

・

（

片
仮
名

交
り

文
は

）

そ
凸

初
κ

於
て

ほ

孑

の

話

多
が

須
丸

流
で

あ
・

て

孜
詭
さ
藪

た

も
n
が

あ
。

た，

之

ほ

み
着
物
働

様
菟
の

支
に

ま

で
、

ギ
撚

’

却
あ

幺
川

警
留

め

て

ゐ

々
」

と

建
ぺ

ら
嵌

た

喚
口

、

い

さ

さ

か

閥

題
で

あ
．

て．

寵
在

，

右
聞

褒
』

な
ど

κ

尼

ら
れ

る
わ

ず
か

な

塗
x

べ

籍

序
バ
、

「

’

静
あ

ゑ

咳
り

し

か
、

どー
つ
，

か

は
焔
凹

単
匹

は

い

え
な
い

よ
う
に

饗
つ

ー・
A

重
咨
癒
轟
と

儀

蓋
脅
つ

い

て
の

う
な

ら
ば
、

”

募
《

逸
い

を

除
い

て
、

き
わ

め
て
駅

通
面

の

多
い

も
あ

と
い

い

う
う
の

で

あ
ろ

．

匕
・

・

ろ
で
、

：

の

麺
貌

宇
と

o

う
の

ね，

に
た
し

て

マ

羹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

御

表
紀
レ

ヒ

断
名
で

き
る

も
の

だ
ろ

う
か

，

私
ほ

こ

れ
に

つ

い

マ
ね

疑
閥
に

恩

う．

宣
命
や
万

簾
（

一

零
’

者
を

除
く
）

に

も
、

争
少

の

事
橘
あ

遜

犠
寿
す
う
に

し

て

る
、

同
嫌
に

ほ
ぼ

日
本

藷
あ

勢

・

浮
で
、

し

か

も
一

定
あ

返
藐

哮
を

擠
廴

て
い

る．

特
に

細
釈
n
石

葉
凸

表
記
n

中
に

お
o

て

す
ら、

：

の

返

簷
・

が

す
で
に

窪
し

て

い

る

と
い

う

こ

と

は
、

人
い

に、
涯
目
し

な

り
派

ぱ

な

ウ
な
い

と

愚・
フ

。

　
い

わ

ゆ
る

者
劉
交
用
体
（

表
秀
約

表
記
と

表
看

寰
絶

め

併
邑

で
・

・

非

為
ボ
自
ほ

乱
婢
と

よ

ぱ

砦
篆
歌

ぢ

宣
命

奢
体
・

質
命
小

畜
体
（

司

本

藷
《

語

序
で
、

返

巍
廴
零
あ

ユ
へ
・

さ

ら

募
者
（

宣
命
μ

ほ

ぼ

同

ど
、

延
護
本
卑

象
（

宣

命

み
看

ほ
ぱ

伺

じ
）

と

い

う

黒
語

裏の
段
灸
姿

彦

乏
場
倫、

亶
命
と

今

禁
間
に

人
き

な

断

夢
設

ワ
各
日

説
は・

き
わ

め

て

不

負
然
な

点
が

あ
ゐ

と

旭
わ
蕨
る
バ

、

ぐ
父
た

ろ
う
か．

　

前
に

創

用

し

た

廴
に

続
け
て
・

さ

彡
K

株

旦
僻
雀

は
・

企
光
明

霧
王

経

診
訳
安

素
を

、

．

赤
矧
当

鬱
に

片
仮
右

夊
り

器
体

を

摘
し

て

ね
る
レ

と

し

て

返
硫

亨
べ

き

例
を

あ
げ
た

後
、

　
　

耄
云

斯
・

愈

賢
窪
眼

・
ヲ

修
・

拿
圃

穆
タ
・

豸
・

由
・

憲
四
）

　
　
齔

日

圓
，

如
ク

ダ

ラ

光
炎

，

案
ル

ゑ

摩
凪

す
（

ゑ

西
｝
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へ

易
云

見
不
鳳
盤

緻
畜
吶 ．

粧
右

旌
可
乢

不

思

議
，

義
 

照
タ
只
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

（

巻
衂
）

　
　

沼

吐

又
・

巧

尼
門

，

无
煮
坪

七
ド

湫
ヲ

履
碍
ス

又・
万
尼
門

ノ

・
餐
毛

ク

　
　

減
无
ノ

有
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
（

巻
四
）

　
　

菱
穉
皿

身
9

起
ス

心
、

裔
門

近

釋
阪

、

起

事
暦

ス

心

卜

（

巻
み

）

声
ハ

捌

乏一
41
さ

れ

た

後
で
、

次
n
よ

う
に
e

延
ぺ

ら
れ

う，

　
　
さ

て
よ

掲
の

如

く
こ

凸

経
に

名
か

れ

た

片
仮
鳥
交
り

賓
命
依

　
　
ほ

可

 
，

豊
富
な

須
料
を

紛
し

て

く

賦

ら

の

で

あ
っ

て
・

誠

　
　
に
ウ

塾
竃
へ

き
も
《

で

あ、

る．

命
し

て
、

已
に

全
く

壱
千
し

　
　

佩
に

ま

で

進
ん

で
ゐ

マ
、

僅
か

κ

反

藐
凸

も
4
を

傳
し

て

ゐ

　
　
ろ
％

　
飯

室
切

9
謬
工

紅

診

釈
）

は・
、

旗
裏
論
底
夂
五

昇
点
と

扱
石

客
体

卑
乙

士
〔

粂
俊
劉

薮
・

て
、

燮
尺

多
ハ

と

さ

之

疑
幻

れ

ろ

ほ
ど

で，

曲

人

寺
入

馨
王

仏
匸

鳫
瑠
の

奮
と

さ

此
，

両
煮
の

彩
後
は・

わ

ず
か

塀
努
交
り

支、
ぢ
渓

文
燕
刃

か
・

如
文

褒
か

び

試
・

て
、

西

人
耆
爪
が

前，

飯
室
切
を

俵
と

鮎

λ
て
い

．

曾
の
で

あ

々

ζ

ろ

奪
に

引
用
し

呑

驚
貿

誰
褶
を
、

息
可
僻
劣

は

渓

奏
ハ

片
依
名
交
，

丈

萪
、

己

籌

き

で

振

案
で

避
ん
L

だ

も

の
と

見
て

穹
λ
ろ

バ、

弟
61
ら

，

黎
加
風
8
朔
下

・

た

モ

の
」

ヒ
0

う
説
朋
と

に

べ

合
託

た

場

昼
、

釈
然
と

ー

な
O
毒

ら
バ

残
ろ

弍
う
ド

思
う，

　

森
司

巍
n
も
・

と

も

重
警
7
疑

閣
…

ぼ、

副

用
さ

れ
友

痢
を

画

唹
諮

す
う

に、

鼕
叨

の

註
記
の

類
に

撰
廴
釣

勃

序
と

和
え
仂
語

序

皇

擦
管
片
依
名

交
？

条
あ
ゐ

こ
と

を、

κ
。

か

奏
見

こ

外
て
い

な

が

ら
も
、

あ

忽
は
小

量
盆

多
で
か
、

耋
論
語

、

序
彳
万

を

あ
ま

ラ
F
も
重
視
さ

八

た
緯

果、

和

文
的
藷
身
4
％
ほ

そ
あ

畜
き

ヂ
し

と

簡
津
ド

判

断
ご
沢
て
，

し

ハ

も
そ

の

理
由
乞

何

も

説
明
さ

淑

て
い

な
い

と

こ

ろ
に

あ
ろ

。

　

讐
雲
淵

鳳
、

血

佩・
室

砌
の

制
は
正

多
マ

趣、
初
顛「
あ

訓
点
拶
畜

込
み

文
の

−

甲

で

ほ
、

き

わ
め

て

重
享
な

亭
実
室

で
て

n

う

も
の

と
し

て

重
視

ず
る

。

O

ず
れ

も
が
、

日

本
鍋
の

語
乃

農
馨

片
仮

名
交
り

文
（

片
仮
疹
宣

拿
さ

）

の

叢
古

の

例

群
珍

あ
あ

ズ

あ
ゐ
か

ら
で

あ

う．

こ

れ
が
、

麦
記
に

陂
・

マ
い

え
ぱ
、

望
命
二

集
・

今
肴
，

延

廈
本

平
象
な
ど
の

文

孝
と

同
’

系
続
の

も
の

と
臥
仙

う
の

で

あ
な

畚
日

博
ケ

あ

説
あ

’

匁
は、

ノ
畑

文
の

語

序
 

撲

穹
片
仮
名
交

ウ

文
（

片
仮
名
宣

馨
匁
 
）

も

了
で

に

卑
守

極
初
期
の

訓
点

賓
料

の

告
込

安
中

見
出
さ

収，

こ

・

カ
は

望

命、

今
者
な
ど

蓬

続
可
る

」

と

修
正

さ

れ

ろ

べ

き
で

あ
ろ

う。

　

こ

こ

で
，

す
こ

し

ば
ハ

り

攀
煮
の

催
測

を
述

べ

ろ
々
，

ら．
鳳
、

」

漂

冫

丈

の

語

多
ρ

片

攻

名

交
ワ

文
は、
ぜ

藻
文

に

ひ

か

れ

た

も
n
で

あ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

溜
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マ
、

や
卩

ワ

日

本

語
の

藷

序
の

片
仮
名

交
，

文
β

方
が
・

’

般
釣

で

あ
．

斥
の

で
は

な
か

ろ
う

か

と

思
う。

こ

の

糸、
統
の

文・

彜
は
、

祝

詞
・

宣

命
’

万

篆
・

和

讃
・

諸
式
・

説
話
な

ど

に

用
p

ら
八

て
※

ゲ
・

・

灘
ゼ
い

三
面

真

謹
が

あ

る
よ

う

急
わ

凝
擧

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
匕

し
て

蕨

れ

ろ。
　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

立
し

良

の
炉
踏

本

蘓
あ

片
仮
名

交
ワ

文
の

起

源

簡
連

す
る

穿
頑
に

つ

い

て
、

杁

千晶
間
単
筺

ハ

沁
あ

剋

通
k
を

記
し

て

お

こ

う
。

ω

奈
灸
・

孑
界
・

鎌
倉
鮪

バ
の

日

本

語
あ

文
章
を、
、

執
赤

に

表

記

　
4
面
か

ら

分
類
す
れ

ぱ
．

お

お

よ

そ
茨

の

よ

う
に

 

ろ

で

あ

ろ

　「
つ．

　
切

紀
浜
廴

　
ω

準
議
攵
　
吻
導

和
又

国

純
知
文

　
　
の

は

主
と

し
て

瘻…

零
を

硬
用

し
、

主
に

璞
文
式
語唱

為

　
　
砌

主

と

し

て

謨
客
耄

便
用
し、

主

F

日

本

語
の

語

序．

返
読

　
　

客
め

，
，

と

な

る
、

こ

れ

嬉

集「
の

い

わ

ゆ
う

．

文
侭
」

の

合
類
と

も
数

　

通

3
ろ

点
Q ．

尚
然
俶

な
“
だ

多
の
．

ω
、

東
人
寿
鍬

錦
文
稿
」

の
、

片・
仮
尨

交
り

文
と

し

て

ー1

埼
異
な

表
現
を

も
，

た

文

靠
ゐ、

爪

稿
で

述
ぺ

た

よ

う
な

蠧
朱
で

考
え

　
れ

ぼ
、

和
文
・

護
∵

又

両
力
の

誘
序
を

有
す
ゐ

こ

と

が

銘
朗
で

き

　
う

と

恩
う

。

従・
米
あ

こ

ハ
・
又

献
に

肉
す
る

発
言
の

中
区

ー3
・

・

入

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勉

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
幡
な
角

按嗣
匐
を

加
之

な

σ

れ
ぼ

な
ら

な
く

な
ろ
あ
の

も

め
な

だ

　
ろ
う

。

ω

『

平
家
物

貉
』

の

右

態
が

、

・
茨
孤
痩
で

又
き

訓
《

千
〔

ス

片
仮
名

　

交
，

文
と

し

て

載
立
し

左

あ

か．

メ
問
題
で

あ
ゐ
．

簡「
単
に

は

　

？
る

な
の

が
．

菱
煮
に

は
、

参
ヨ

で

述
べ

た

理
由
か

ら
見
れ

ぱ、

尋
仮
名

交
，

文
と

し

て

威
立
」

た

と

見
な
あ

が
、

可

舵
砿
と

し

　
て

島
い

よ

う
に

兎
わ

れ
る．

（

↓

A

音
の

原
老
に

つ

い

て

は
、

酒

著
蒄
二

氏
、

件
信

友
あ

鹸

　
　

鹿
爪

参
者
物

需

集
研
究
に

導
か

れ
て
」

（

田

国
歴

闘
文
』

　

嫁

の

ρ

　

沼

匆
・

10
）

の
−

来
入

許
東
南

M

碗
の

覚
樹
ハ

乙

す
ゐ

　

説
バ

あ
る

醒
、

・・

れ

に

は

及

衿
毛

あ
ろ。

鹸
鹿
太
桝

・

ど

う

　

し

て

も

原
爪
よ

ウ
邇
粉
写

し

た

と

し

か

鬼
わ

撚

な
い

豬

蔦
バ

　

あ
ゐ
」

と

す

ろ

馬
淵
和

夫
博
ナ

「

今
菅
物
擁
集
あ

威
立
」

（

　

「

日

本

右

典
文

塞
集
月

報
』

引

　
紹

51
・

3

）

の

説
も

あ

　

る。

（

2
）

¶

日
ム

吉

典
廴

澪
人

系

A
黄
物
瀦

集
五
』

解
銑

　
袒

尸

　

参
照。

以

下

詬
爪

ハ

説
明
は、

黍
の

解
説
に

よ
ゐ

，
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（

3
）

古
血
劉

大
系
…

の

み｝
冊

俶
男

説
　
’

表

記
法

の

項
熱
γ

紹
凧

、

カ
ド

と
・
そ

ば、

　

人

系
四

崢
尸

な

ど．

以

下

胤
類
も

杢
震
従
ラ．

（

4
）

現
称
抽
9
る

戯

鹿
本
と

東
人
爪

甲
の

両

者
（

巻
亠

・

五
・

午

　

九
・

＋
・

十
一’
・

ナ

κ

・

み

＋

κ
。

巻
み

イ

九

は

東
入
本

甲

　

な

し
）

で
、

，

粛・
」

・

ペ

シ
」

「

シ

A
」

・

ル

・

ラ
ル

」

ハ

　

友

記
あ

改
皮
を

人
系
絞
異
で

調
査
す
な

と
，

各

巻
数
桐
程

度

　

　
の

差

翼
で
，

東
人
本

甲

が
、

友
記

面
で
、

鈴
庇
爪
か

ら

入
き

　

く

改
変
さ
れ

斥
と

い

う
躔

証
は

全
く

な
か
・

た．

し

小

し
、

　

ギ

の

中
で

わ、

梭
鹿

本
ハ

C
・

¢
・

B
か

ら

化
畠

古
本
の

ハ

　
　
へ

友
記
が

変
・

た

例
ね

あ
る．

友
と

え、
口
、

C
↓

ハ
（

底
と

　

甲
）

愿
＋

塑

番
珊
p

ー
峯、

6
↓

オ
（

底
ヒ

児
）

壱
九

腱

畜

　

艀

ρ

ー
9、

B
↓
＾

（

底

ど

甲
北

実
国
）

巻
サ
ニ

島

沓
燃

p

　

　
　

　
ロ

　
　
　

ゆ

　

ー

6
な

ど

（

5
＋

ス

世

和

翦
の

平
仮
后
文
歌

集
の

動
詞
の

調

蜜
に
、

在

　

藤
克
孑

，

活
用
脅
の

選
写
表
疑
ド

碕

せ

φ
れ

た

送
，

仮
多
に

　

　

3
て

の

訊
謝

歌
集
K

見

ら
れ
う

場
含
」

（

『

成
城
各
齢

　

亠

ハ

　
’

　
）

　

が

あ
る。

（

6
）

擧
矯
は

旧

稿
「

ヱ

聞
き

ま

が

は

さ

ゐ
』

か

コ
聞
き
a
バ

畷

　

ざ

ゐ

』

ひ

」

（

咽

固

語
囲・
又
』

万

面

ー2
　

羅

引

・

陰
）
、

　
コ

　

璞
文
釧

貌
史
工

凸

厂

問
題
ー

打
消
n

助

動
飼

《
運
体
形

に

つ

　
　
い

て
！

」

（

可

釧
点

語
と

訓
点

賓
料
』

へ

　
沼

轟
・

ウ
）

、

　
　

「

威
唯

識
翁
n

可

ざ

ク
ぬ

る

』

と

口

う
よ

み

方
筺

つ

い

て
」

　
　
（

同

オ

み

超

酔

゜

曾
）

に

お

い

マ
．

連
体
形

・

ヌ
レ

「

　

ガ’
ル

」

を

蓼
し

て．
　

−

A》
笛
物

愛
あ

文
嘉
彳

島

ぼ

え

が

さ

　

ー

有
消
＾

助

勤
詞
の

連
体
形
に

つ

い

マ
ー

」

（

，

解
釈
』

3

幽

　
　
ユ

　
妬

タ
・

ー

〕

を

発
表

ー

た。

本

縞
の

β

表
記
セ

．

ヌ
ト

　
　

．

ザ

ル

」

ど

う
ら
に

」

む
．

へ

き
か
、

迷
．

た

養
が

あ
る
が．

　

古
本
で

億

・

ヌ
」

の

可

能
楳

が

強
い

。

β
は

人

系
《

弍

寿
に

　

従
宅

ぱ
、

古

爪

で

ぼ

「

ザ

リ
」

．

ジ
し

ギ
一

刻
強
に

な

ろ．

　
　
し

か

し
，

　
・

ヌ
」

と

よ

め

ぱ
，

．

ザ
ワ

し

あ

創
ね

膕

と

ん

ピ

　

な
く

な
ろ。

（

7
）

人

系
二

蟹
恥

刀

尸

な

ど
．

ハ

δ
）

注
4

参
照

、

へ

9
）

人
系
’

箋
　
刀

尸

で

活

用

緒
あ

送
，

奴
渇

を
．

活
用
語

　

尾
を

＝

丁

穿
に

送
ゐ

こ

と

を
し

な
い

場
合
バ

歹
い
．

し

か

　

ろ

K
，

募
に

お
p

て

右
《

原
則
と
’

見

君
で
う

か

の

如

　

き

鈩
象
を

与
廴

ゐ

も
あ

バ

あ
る，

そ
れ

は

活
用

語
に

お
い

て

　
　
は

不

変
化

部

み
に

つ

n

て

ま
で
か

な
を

送
り、
−−
−

L

と

詣
滴

　
　
ー、

禰

笙
ハ

四

で

、

不
藻
紛
八

ズ

か

よ

う
な

場
合

、

案

　
　
は

ズ

の

δ
ま

送
る

こ

と

壼

原
則
と

し
、

ハ

ね

送
ら

な
O
・
、

と

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

偈
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を

建
前
と

で
る
．

が
、

流

菜
は

ハ

ズ
を

送
う

こ

と

於

多
い 。

　

た
だ
し
、

現
左

嚢
び

使
用
し

た

窃
本

仁

は

既
に

療
茄
本
に

　

頻

す
ろ

友

現
が

少
少
徽

劉
す

る．

（

賂
〉

」

と

あ
ろ
n
ほ．

　

磯
え

な
い

，

（

0’
）

　
小海
網

−

賊
濠

噺

地
ぬ

蝨

ナ
輸
禦
絵

巻

多
四

4

訓
占

｛

（

辞
親
）

　
（

『

論．

　

集
日

太

文

導
・

日

本

勢
　

中
古
』

　

躯

虫

・

ー1
）

襯

〜
跼

尸

　

参
照
，

（

月
）

た
と

え

ば
、

注

云
調

盃
・

吉

本

と

流

布
本
《

応

較
か

彡、

　

O
鴻
．

不
ロ

ズ
レ

↓

β
．

不
口
L

、

の
凶

，

不

ロ
ズ
」

↓
⇔

　
　

、

ロ

ズ
」

β

う
秘

化

麗
色

弘

が

鳬
ら’
八

ろ。

ω

億

毒
「

不
」

　

と

露
．

語
形
ρ

結
び
つ

く

過
耘
を
、

的

ほ

仮
名
の

謨
洋
仮
存

　
　

か

ら
ハ

脱
却
ノ

舷

ゑ
を
、
一

頑

可
の

で

あ

ろ

う。

（

3
ム
ロ

佳

紀
、

今
者
物

碚

衆
の

形

威
と

文

体
−

仮

薯
匐
立

　

語
の

農
す

ろ
わ

の

IL

（

¶

囚

語
匕

国
文

学
缶

帖

の

8

　

沼

お
．

8
）

（

13
）

攴
法
鱒

拿
索
を
皮

音
的
・

註
記
酌

に

赤

写
の

が
、

助
勤
詞

　

戒
記
で

あ
ろ
の

に

対
し

て
・

語
あ

菰
別
を

同
様
に
、

余
体
で

　
・
謡

厄

ば

全

訓
捨
仮

6、
齢

璽

か

鈎
8

穿
れ
ぼ

捨
仮
名厂
で
、

両・

看

　

ほ

車
あ

両

輪
あ
加
厳

蘭
藻…
で

う
ろ

う
．

　

独
杆

蠡
二

．

表
記

史
上

の

一

間

題
ー

捨
て

か

な
の

場
合
ー

L

　
　
（

冠

語

文
』

　
三

（

沼

祁
）

毛

あ
ろ

．

〔

厚
）

古

典
人

系
解
説
麦
肥
法
の

項
参

照
。

（

15
）

症

R

参
照．

（

らノ
）

．

芹
仮
危

交
ワ

文
あ

起

漁
筺

つ

い

て
」

（

嘔

古

訓
蔦
の

闘

　

究
山
）

（

17
）

釜
裕

博
ナ

、

古

バ
凸

交

亨
L

（

句

講
座

因
需

史
λ

　
音

　

嶺
史

二
乂

啄
史
』

　
紹

47
・

爭
）

・

輿
政

涛
W
に

入

る

と
、

　

右

闘

集
つ
長
承
三

く

一
一
二戸

四

V

ら

与
紀
あ
り
）

の

よ

う
に、

　

藻
ぢ

片
仮
彩
宕

曾
で

ーo

あ
ろ
が、

殆
ど

返

詭
の

煮
い

文
釈

　

が

現
れ
る．

こ

魚、
宣
命
や

祝
詞
と

近
・

も
の

ぐ

あ
・

欧

　

片
飯
名
あ

尊
体
が

廃
蓬
し

蠡
羅
46
す

虔
従

・

て

従
釆

　

久

万

案
仮
名
を
“

斤

仮
名
に

濁
浜
え
て

生

じ

た
あ

が、

こ

幽・
文

　

体

で

あ
る．

『

合
盾
物
蒻

集
』

ね
，

平
穿
珊
代
の

写
本
偉

知

　

ら
れ

て
い

な
の

〆
、

原
爪
は

多
捧
乙

あ

体

裁
で

あ
・

た
ど

思

　

わ
六
、

（

略
）

L

な
お
、

『

固
語

蓐

翼
』

切

ρ、

『

乎
專

　

涛
バ
諸

新
論
』

陰

尸
な

ど

参
照，

　
　

大
坪

祷
治
檎
よ

．

片
仮
名

二
半

仮
名
L

（

『

諜
日

本
語

　

8
　

文

髣
』

　

沼

弘

・

3
）

「

訓
点

償

料
で

は
、

番
の

訓

　

義
帆

を

説
明
し

た

ラ、

耄
仁

即
「

し

み
丁

孥
な

読
み
方
匙

し

た

　

り・

文
螽
を

敷

衍
し

た

）
す
る

場
含

に
、

鬱
ぎ

た
ね

寅
髣
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ヒ
、

略
体

仮
名、

特
に

省
文

阪
名
と

を

混
用

し

左

廴
体
を
用

い

た
。

そ
れ

砲、

平
乎
町
代
の

最
初

期
か

ら
用
の

彡
れ・

峡

零
・

片
仮
彩
交
り

廴
4

惣
流
角
’

つ

と

な
・

た
，

　
（

嘉
）

　
ま

た．

謨
文
や

皮
体

浜
廴
を

畜
く

場
倉
κ
、

補
詭
す
ぺ
き

助

祠、

功

動
詞、

用
4

豸
活

刑

語

彦

倭
統
詞
な

、

匕

を
、

勧

め
か
、
り

書
灸
・

添
え

う

こ

ど

が

あ
っ

た．
　
（

中
賄
）

屡
又
ま

た

は

変
体

浜
文
で

あ
う

μ
め、

語

序
它

転
例
り
る

こ

と

〆

争
く．

い

わ

ゆ
る

謨
弩
・

片
仮
后

交
？
又
と

侭

翼
。

て
O

る

〆・

語

序
を

転
働
し

な

0

場
合
は
、

溪
雰
・

片
仮
危

交
リ

文
と

同

蝋

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

セ

で

あ
，

て・

撞
診
ヶ
・

片
仮
渇
交
ワ・
又
の

一

の

磚
琉
な
し

た
も

　
〔

．

ズ
」

の

表
記
法
と

そ
の

駒

含
〕

　

　
《

と

珪
目

し

μ
い

。

」

と
弋

・

底

る
が
，

前
κ
と

の

関
連
為
ろ

　

　
い

は

轟
序
を

軼
倒
し

な
い

場
合
の

説
明
は

な
い

。

（

個
）

ム
田

彦
碓

磚
士

¶

国

語
吏

　
文

駕
』
、

同

『

国
脅

馨
吏
』

（

19
）

阿
蘇
痴

枝
．

神
本

入

燕
呂

奮
乃
』

（

20
）

縮
岡

飆
’尸

『

万

環
表
犯

命
』

（

ガ
）

衽
16
に

伺
じ・

（

2
）

餐
訟
¶

浮
卑
瑞
代
循

新
萄
』

（

付

兜
）

本

鵜
の

『

今
着
物
嘉

集
』

の

用

創
に

、

藤
原
人
美
ろ

ん

　

　

　
の

尋
今
昔
物

餮
』

の

助
動
詞
表
紀
L

の

飼
盃
に

負
う

　

　

ζ
う
が

八
き
い

．

祀
し

ヌ
謝
蒄
を

表
わ

す，

ズ
L

q
’
戸　 EI

不 1

　 語 1り

　 尾
　 十

　 リ

1

智乙腮
不

　 　 語

　 　 昆

用
…
用 1口

　髪1
　 十

　 鹽亀
　 ス

ρ
ICB ↑A

　 　　　1も不
「
不

ろ　菠

ロ

ズ

巻

数

主 6
レ778 「
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重
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彑
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ノ
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3
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1 ，123… 一一 15 坐
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’

ノ
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．ぬ

：

生

！19

よ

亡

齟．一一

並

丿

こ一
〆 08 ユ6

一を
2

．βし

孟

λ

ゾ

’5 ゾ ぬ ユ

D ぢ

ゾ 8’ ユ並
laJ5ゾ ” 3

二
尸』 一尸

833

（

色

〆

は

そ
の

割
合

が

ー

／

入

満
で

あ
な

ど

と

を

ホ

す，

（

沼

53
・

4
・

6
縞
）
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